
区画整理の結果、形状が良く農作業のしやすい大規模な農地に生まれ変わりました。

企 業 と の マ ッ チ ン グ に よ る
荒 廃 農 地 解 消 の 事 例

北 杜 市 明 野 町 天 王 原 地 区

北
杜
市
明
野
町
の
北
部
に
位
置

す
る
天
王
原
地
区
は
か
つ
て
養
蚕

業
が
盛
�
で
、
地
区
内
に
は
桑
畑

が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

養
蚕
業
の
衰
退
と
と
も
に
荒
れ
た

桑
畑
が
放
置
�
れ
る
よ
う
に
な
り
、

地
元
の
農
家
に
は
こ
の
状
況
を
解

消
し
た
い
と
の
思
い
が
あ
り
ま
し

た
。
一
方
で
営
農
を
行
う
企
業
の

中
に
は
新
た
な
農
地
を
求
め
る
需

要
が
あ
り
こ
れ
ら
が
マ
ッ
チ
ン
グ

し
て
、
区
画
整
理
を
含
�
土
地
改

良
事
業
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。事

業
実
施
前
の
農
地
は
不
整
形

地
や
狭
小
地
、
あ
る
い
は
道
路
と

の
接
続
の
な
い
場
所
が
多
く
、
条

件
が
決
し
て
よ
い
も
の
で
は
あ
り

ま
�
�
で
し
た
。
条
件
の
悪
い
農

地
は
耕
作
放
棄
�
れ
や
す
く
、
ま

た
新
た
な
耕
作
者
を
探
す
際
に
も

支
障
と
な
り
ま
す
。
農
地
が
末
永

く
維
持
�
れ
る
こ
と
を
考
え
て
県

営
事
業
に
て
区
画
整
理
や
水
路
・

鳥
獣
害
防
止
施
設
の
整
備
が
行
�

れ
ま
し
た
。

現
在
、
天
王
原
地
区
で
は
醸
造

用
ブ
ド
ウ
を
栽
培
す
る
�
�
ン
製

造
者
を
は
�
め
と
し
た
大
規
模
経

営
体
や
以
前
か
ら
の
耕
作
者
が
、

整
備
�
れ
た
使
い
勝
手
の
良
い
�

場
で
営
農
を
続
�
て
い
ま
す
。

天王原地区では荒廃農地となっていた桑園が区画整理により大規模に整備されたほ
場に生まれ変わり、山梨県のワイン生産を支える醸造ブドウの生産地となりました。

事業前の地区内では桑園が耕作
放棄地となり、農地の荒廃が多
く見られました。

整備前の区画の配置図。不整形で小規模なほ場が並んでいました。

所有者の異なる農地、非農地が不規則に混在していました。

末
永
く
利
用
�
れ
る
農
地
を

目
指
し
て

地
元
の
思
い
と
企
業
の
需
要

の
マ
ッ
チ
ン
グ

整備されたほ場では垣根
栽培による醸造用ブドウ
の生産が行われています。

農地の区画整理に当たり、「換地」という手続きが行われ、散在
するほ場の権利関係の整理が行われます。整備後は生産する作物
ごとに農地をまとめて団地化がされました。

醸
造
用
ブ
ド
ウ
の
自
社
栽
培

が
注
目
�
れ
る
背
景
に
は
、
国

産
�
�
ン
の
人
気
の
高
ま
り
等

に
よ
り
原
材
料
の
需
要
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
が
挙
�
ら
れ
ま

す
。一

方
、
農
村
で
は
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
や
減
少
と
い
っ
た
課

題
を
抱
え
て
�
り
、
荒
廃
農
地

や
後
継
者
の
い
な
い
農
地
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
企
業
が
荒
廃

農
地
等
を
活
用
し
て
農
業
の
担

い
手
と
な
る
こ
と
で
、
農
村
が

抱
え
る
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決

し
、
新
た
な
雇
用
も
生
ま
れ
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
�
れ
ま
す
。

中
北
地
域
で
行
わ
れ
る

果
樹
栽
培

山
梨
県
の
名
産
品
と
し
て
�
�
、

ブ
ド
ウ
、
あ
る
い
は
�
�
ン
が

挙
�
ら
れ
、
県
内
各
地
で
�
れ

ら
の
生
産
が
行
�
れ
て
い
ま
す
。

県
中
西
部
に
位
置
す
る
中
北
地

域
で
も
古
く
か
ら
果
樹
が
栽
培

�
れ
て
�
り
、
特
に
近
年
は
原

材
料
の
安
定
供
給
の
た
め
、
�

�
ン
製
造
者
に
よ
る
醸
造
用
ブ

ド
ウ
の
自
社
栽
培
も
広
ま
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

農
業
の
担
い
手
と
し
て

の
ワ
イ
ン
製
造
者

中 北 地 域 で の中 北 地 域 で の中 北 地 域 で の
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企業参入と基盤整備

天王原地区（北杜市） 茅ヶ岳西麓地区（北杜市）

農業生産における山梨県のアピールポイント！！
●非常に長い日照時間！
→山梨県は全国的に長い日照時間を誇ります。

●大消費地に近い！
→東京から近いのはもちろんのこと、本州のほぼ中央に位
置することから、名古屋や大阪へのアクセスも良好です。

●地下水が豊富！
→美しい山々に育まれた上質で豊かな水に恵まれています。

●ワインや果樹におけるブランドイメージ！
→言うまでもなし！！

旧来からのブドウの名産地である峡東地域では醸
造用ブドウの生産を行う農地の確保が難しくなりつつ
ある現状があります。また今後地球温暖化が進行し
た場合を考慮し、標高の高い農地が求められる事例
もあります。
このような背景から峡東地域に加えて中北地域で

も荒廃農地で基盤整備を行い、醸造用ブドウを栽培
する事例が多くあります。企業の参入の際には、県
や市町村等がマッチングを行い、企業が求める農地
の供給と荒廃農地の解消を図っています。
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